
 

 

 

 

 

 
しあわせな幼稚園に            園長 青木博子 

 
今年も，春の訪れとともに，登園の子どもたちの歓声が戻ってきました。沼垂幼稚園の

園庭は今，美しい花々に埋め尽くされています。今年度は，年少組 12名・年中組 16名・

年長組 16名・全園児 44 名，職員 14名でスタートしました。いよいよ沼垂幼稚園 108

年目の年の始まりです。 

今年度は，「しあわせな園」にしていきたいと考えています。そのために，「自ら考え挑

戦しながら，目的に向かって友達と一緒に取り組む子ども」を育てていきます。子どもが

安心して自ら遊びに向かい，友達とやり抜き，満足感をもって次の遊びへと向かう姿を大

切にします。一人一人の力を伸ばし，子どもの成長を見つめ，嬉しいことも心配なことも

保護者の皆様，地域の皆様と分かち合い，取り組んでいきます。そのことを通して，子ど

もたちの今と未来のしあわせを育む園を，全職員で創っていきたいと思います。全ては，

子どもたちのしあわせのために。 

子どもたちのかけがえのない一年を大切にして，職員一同全力で，そして笑顔で取り組

んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

引き続き感染症拡大防止対策にご協力お願いします 
 園では，今年度も新潟市教育委員会のガイドラインに基づき，子どもたちの安全のため，

新型コロナウィルス感染症対策を講じてまいります。県及び市の感染者が再び増加してお

り，第７波が始まったとの声が出始めています。ご存じのように，このところ小学生や未

就学児の感染が多くなっています。感染症対策と園の豊かな保育の充実の両立に取り組ん

でまいります。以下のことについて今一度，ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

【お子さん本人】 

① 感染した場合        → 治癒するまでは登園しない 

② 発熱等の風邪症状がみられる → 症状がある間・症状が消えて２日間は登園しない 

③ 濃厚接触者に特定された場合 → 指定された期間は登園しない 

【同居の家族】 

④ 感染した場合        → 待機期間は登園しない 

⑤ 発熱等の風邪症状がみられる → 症状がある間は登園しない 

⑥ 濃厚接触者に指定された場合 

  ア検査を受ける場合      → 受けることになったときから陰性結果が出るま

では登園しない 
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【教育目標 げんきいっぱい えがおいっぱい いきいき表現する子ども】 


